




































要約:

妊娠・出産・育児情報を、母子保健(妊娠・出産)情報と小児保健(育児)情報とに分類し、

それぞれに 3つのカテゴリー、計 6つのカテゴリーを設定した。各カテゴリーには、偏り

のないように各カテゴリー平均 15、計 90 の項目を設定し、育児雑誌および新聞を対象と

して、上記の項目を含む記事を抽出し、各々の記事全体の量をその記事中に出現した項目

数で除することによって情報の数量化を図った。対象としたメディア全体における数量化

ポイントと項目数の割合を算出し、さらに前者を後者で除することによってこれをインデ

ックス化し、「情報量指数」(Information Volume Index/IVI)と名付けた。

母子保健指導の現場では、上記の 90 項目に細分して情報の充足度をみることによって、

現場の真のニーズを汲み上げることができた。母子保健指導の現場では、指導の必要性が

高いと認識されているものは指導の対象として採り上げられることが多く、必要性が低い

と認識されたものはあまり採り上げられないという状況が判明したが、資料(情報)の充足

度に関しては不満足の状態である。

マスコミからの情報は主に一般の人々に向けて流されるために、逆に保健関係者に利用さ

れることが少ないとも言える。しかし、現実にはマスコミ情報についても保健関係者が監

修・指導をしていることが多く、これらの情報の保健指導への応用を考慮すべきであろう。

そのためにマスコミ関係者、保健関係者、一般受益者の三者からなる協議機関を設置し、

マスコミ情報の効率的利用を図ることも一法であろう。


